


神山町在住の中学・高校生
および城西高校神山分校に
通う高校生から、７名の
参加が決まりました。

募集募集４月

座談会・座談会・
オリエンテーションオリエンテーション

５月

オランダ大使館のバス氏を
講師に迎え、オランダの歴史や
文化などの話を聞きました。

事前研修事前研修７月

外国人と交流しながらの調理、
町内を巡るサイクリングツアー
など、神山の人やものを改めて
知る機会を設けました。

訪問先での出し物やお土産、
英語の挨拶など自分たちで
考え、準備を進めました。

準備準備～８月

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

第
１
回

訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム

神
山
町
国
際
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ま
ち
の
将

来
世
代
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
、
他
国
の
暮
ら
し
や

働
き
方
に
触
れ
、
ま
た
そ
の
土
地
に
生
き
る
人
々
と

接
す
る
こ
と
を
通
し
、
多
様
な
文
化
や
価
値
観
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
年
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
訪
問
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、「
こ
れ
か
ら
の
学

び
方
・
暮
ら
し
方
・
働
き
方
」
を
テ
ー
マ
に
神
山
へ

の
来
訪
者
も
多
い
オ
ラ
ン
ダ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

募
集
か
ら
訪
問
ま
で
の
様
子
を
お
届
け
し
ま
す
。

ロブ・マタハルさん
ピーターフローエン
ディレクター

８月１６日
｜

８月１８日

ホームステイ
同年代の子どものいる家庭で、一人ず
つ、または二人組に分かれて２泊３日の
ホームステイをさせていただきました。
それぞれがオランダの普段の生活や文
化を体験できたようです。

プロジェクトの話を聞いた時、私はとても心が

躍ったことを覚えています。全く異なる国々の生

徒たちの国際交流は、生徒や教師などのすべての

人々にとって、知識の習得だけではなく、人とし

て成長するためにも大変意義深いことです。この

機会が神山そしてカトワイクへより良い友好関係

をもたらすことと信じています。

８月１３日 オランダへいざ、出発！

オフィス・施設への訪問
科学とアートを融合させた取組をして
いる施設や、３Dプリンタで家をつく
るという壮大なプロジェクトを行って
いる建築事務所、ヨーロッパ最大の図
書館などを訪問、見学しました。

合同ものづくり
神山の杉材や鹿の皮を素材にして、各
自で楽器を作りました。最終日のさよ
ならパーティでは各自で作った楽器を
使ってパフォーマンスを行いました。

８月２１日 全員、無事に帰国！

ホームステイに協力
してくれた学校より

学校名：ピーターフローエン

場所：オランダ南西部・カトワイク

生徒数：約１，３００人

８月１４日
｜

８月１５日

８月１８日
｜

８月１９日

２広報かみやま No.３１２



プログラム参加メンバー
オランダ訪問を終えて

訪問最終日に、これまでの行程を振り返って
感想を聞きました。

尾木原 瑞穂
名西高等学校
１年

一番印象に残っているのは、オラン
ダの人たちの親切なところとか、陽
気なところとか、人柄の部分です。
英語はあまり喋れんけど喋ろうとし
たらちゃんと聞いてくれたし、理解
しようとしてくれてとっても嬉し
かった。神山に来てくれたら、サイ
クリングで山に行って、滝にも連れ
て行きたい。

渡辺 愛海
城西高等学校
神山分校３年

ホームステイに行く前は、自分の英
語が伝わるか不安で、本当にいける
かなって心配でした。でも、移動中
の車の中とか家に着いてからもたく
さん話してくれたので、すごく助か
りました。神山に来てくれたら、一
緒に阿波踊りをしたいなぁって思い
ます。

一番印象に残っているのはホームス
テイです。みんな優しく親切でし
た。使う物も全部用意してくれて
びっくりしました。英語を分かりや
すくゆっくり言ってくれたり、ジェ
スチャーを使ってくれたりいっぱい
話してくれたので本当に楽しかった
です。神山に来てくれたら、私の学
校を紹介したいです。

高橋 克徳
城北高等学校
３年

オランダに来てから８日間はあっと
いう間でこんなに早く感じるとは思
いませんでした。僕はオランダに訪
問し、いろいろな文化が混ざり合っ
ていることを知り、自分の考えが広
くなりました。１０月の交流の時には
日本の文化も知ってもらいたいし、
オランダの文化も知りたいです。

影 龍昌
神山中学校３年

オランダに来る前は、オランダの人
は大きくて怖いイメージがあったん
ですけど、実際にホームステイなど
で話をしていたらとても優しい人が
たくさんいて。自分の英語は上手で
なかったんですけど、向こうもオー
バー気味にジェスチャーしてくれて
助かりました。魚釣りが印象に残っ
ています。

中川 創太郎
城西高等学校
神山分校３年

オランダの空港に着いて電車で移動
して中央駅に出た時、町並みが日本
とは全く違うなって思いました。
ホームステイファミリーの方が住ん
でいるところも同じような建物が並
んでいて、迷路みたいになってて。
人柄も陽気で、日本人とはまた違う
いいところがあるなと思いました。

オランダの人たちの人柄に、すごい
助けられたなぁって思いました。出
し物で阿波踊りを踊った時も、何も
言うてないのにすごい参加してくれ
たし、ホームステイでも優しくして
くれてありがたかったし嬉しかった
です。オランダの人が神山に来た時
は、サイクリングをして一緒に色々
な所に回りたいです。

尾木原 康平
神山中学校３年

栗本 拓茉
城西高等学校
２年

引率者からのコメント
私の慣れ親しんだオランダらしい風景や考え
方、ユニークな仕事をしている方々を神山の
子どもたちと共に訪問し、様々に吸収しなが
ら成長している様子を肌で感じられる立場に
いた事を大変嬉しく思います。また、訪問先の
方々が小さな神山団を快く迎えてくださった
こともとても有難いことでした。芽生え始め
た神山とオランダの良い友好関係がこれから
も続いていくことを願っています。

あべ さやか
通訳兼コーディネーター

１１月号でも神山町国際交流プログラムについて引き続きお届けします。お楽しみに！
第１回訪問プログラムは神山つなぐ公社が委託を受けて実施しています。
お問い合わせ：神山つなぐ公社 ［電話］０５０‐２０２４‐４７００ ［メール］keip@tsunagu-local.jp

入国審査で引っかかる、変換プラグが抜けな
い、バスが来ない… 訪問中はハプニングの
連続でした。準備から訪問まで、すべての場
面でこの町に縁ある多くの人たちにサポート
してもらい、どの訪問先でも親切にもてなし
ていただきました。この大きな一歩目を、次
につなげていきたいです。

森山 円香
神山つなぐ公社

今年初めての町の取組である「神山町国際交
流プロジェクト」。７名が得た感動、気づき、
経験は彼ら彼女らのこれからの人生に輝くと
ともに、神山町の子どもたちへ還元されるこ
とと期待します。早速、１０月にはオランダか
ら９名の子どもたちが神山町にやって来ま
す。神山町の国際交流事業がより良いものと
なりますように、皆さんのご協力をよろしく
お願いします。

原田 幸
神山町教育委員会

平成２９年９月１５日発行３
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平成２９年９月１日現在 敬称略

� 
神 領
下 分
神 領

広 野
神 領
阿 川
左右内
神 領
広 野
広 野
神 領
鬼籠野
上 分
神 領

広 野
神 領
神 領
下 分
神 領
広 野
下 分
神 領
鬼籠野

米米

寿寿

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

本
年
度
の
米
寿
該
当
者
は

昭
和
３
年
１０
月
１
日
〜
昭
和

４
年
９
月
３０
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
す
。（
敬
称
略
）

１０２
１０１
１００

９９
９９
９８
９８
９８
９７
９７
９７
９７
９７
９７

９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６

広 野 地 区
佐藤 敏子
岡本 恭一
岡本キヌヱ
森城 鐡夫
阿部 冨江
竹原 尊
�橋 文通
奥浦 賢二
河野 保夫
坂東 米子
堺 榮子
�丸 文夫
横川 芳子
中内タケヲ
矢武サツキ
一宮トミ子
奥浦 信子
奥浦 國市
葉柳 護
田村キミエ
仁志 孝子
河野 貞子

２２名
以上７４名の方が米寿を迎えられます。これからもお元気でご活躍ください。（平成２９年９月１日現在）
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阿 川 地 区
川崎 三代
森川 明
岑 カツ子
池尾 敏子
平尾シケ子
大原クニヱ
西 美惠子
栗原 静子

８名

鬼籠野地区
森本 治
笠原 花子
河野 眞一

３名

IJ

KL

LM

NO

PQ

神 領 地 区
�橋タカ子
古庫 住子
鎌田 昭治
中谷 健子
竹内タネ子
笠木アイ子
寺奥 昇
表 昭三
新宅 忠秋
上野カズ子
坂西 滿子
八木アサ子
後藤二三子
水上百合子
佐古 正子
谷 ヌイ子
下川 利子
鎌田 茂子
森 美佐子

１９名

R 
神 領
広 野
下 分
神 領
阿 川
鬼籠野
下 分
神 領
下 分
上 分
鬼籠野
広 野
神 領
下 分
上 分
広 野
下 分
阿 川
広 野
神 領
下 分
広 野
神 領
上 分
下 分

左右内地区

０名

１０３
１０１
１０１
１００
９９
９９
９８
９８
９８
９７
９７
９７
９７
９７
９７
９７
９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６
９６
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女
女
女
男
女
女
女
女
女
女
男
女
女
女
女
女
女
女
女
女
男
女
女
男
男

下 分 地 区
桑本 朝子
新居 米子
小間坂教子
南上ミヨ子
上田ヨネコ
川原カマ子
尾西 義二
六車美代子
竹本 昌昭
渡邊 信子
森下ヤヱ子
西 マサ子
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上 分 地 区
西森 由一
大山 菊美
山西 待子
山田寛太郎
山田クニコ
的場 董子
竹内 禧行
門田喜代子
渡邉ヒデコ
金松アヤ子

１０名
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神
山
す
だ
ち

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

「
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
ア
プ

リ
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ

ｎ
ｅ
ま
た
は
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
端
末
で

写
真
を
撮
影
し
、
共
有
で
き
る
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で
す
。
写
真
に
特
化

し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
で
き
ま
す
。
こ
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
使
っ
て
、「
神
山
す
だ
ち
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
プ
リ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、「
神
山
す
だ

ち
」
の
ア
カ
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
ま

す
。
そ
し
て
ご
自
分
で
撮
影
し
た
神
山

す
だ
ち
の
写
真
を
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ（
＃
）

神
山
す
だ
ち
と
つ
け
て
投
稿
し
て
く
だ

さ
い
。
集
計
の
結
果
、
す
だ
ち
農
家
さ

ん
に
よ
る
厳
正
な
選
考
の
上
、
旬
の
す

だ
ち
や
里
山
の
お
野
菜
詰
め
合
わ
せ

セ
ッ
ト
等
の
賞
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
応
募
期
間
は
８
月

１８
日
（
金
）
〜
１０
月
３１
日（
火
）ま
で
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
で
き
ま

す
。
お
一
人
で
何

回
で
も
投
稿
可
能

で
す
。
ぜ
ひ
自
分

の
お
気
に
入
り
の

神
山
す
だ
ち
の
写

真
を
た
く
さ
ん
投

稿
し
て
み
て
く
だ

さ
い
ね
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

今
年
も
や
り
ま
す
！

『
東
京
す
だ
ち
遍
路
２
０
１
７
』

今
年
も
す
だ
ち
の
時
期
が
来
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
東
京
で
旬
の

神
山
す
だ
ち
を
使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
食

べ
る
事
が
で
き
る
『
東
京
す
だ
ち
遍
路

２
０
１
７
』
が
９
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
し
た
！

皆
様
の
温
か
い
ご
協
力
の
も
と
、
今

年
で
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
も

様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
５０
店
舗
が
参
加
、

東
京
で
神
山
す
だ
ち
を
使
っ
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
溢
れ
る
創
作
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し

て
く
だ
さ
い
ま
す
。
和
食
や
中
華
、
ス

イ
ー
ツ
や
ド
リ
ン
ク
等
、
シ
ェ
フ
達
が

腕
に
よ
り
を
か
け
趣
向
を
凝
ら
し
た
メ

ニ
ュ
ー
は
ど
れ
も
本
当
に
お
す
す
め
の

美
味
し
さ
で
す
！
今
回
も
た
く
さ
ん
の

人
に
神
山
す
だ
ち
を
知
っ
て
も
ら
い
、

爽
や
か
な
味
覚
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
東
京
に
お
出
か
け
に
な
っ
た

際
に
は
是
非
『
東
京
す
だ
ち
遍
路
』
参

加
店
で
美
味
し
い
お
食
事
を
楽
し
ま
れ

て
く
だ
さ
い
ね
。

※
『
神
山
す
だ
ち
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』『
東
京
す
だ
ち
遍
路
』

の
詳
し
い
情
報
は
こ
ち
ら
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http
://satoyam

a-m
irai.jp/

（
里
山

み
ら
い
Ｈ
Ｐ
）

https
://w

w
w
.

facebook.com
/

kam
iyam

a.
satoyam

am
irai

（
里
山
み
ら
い

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

旬
八
青
果
店
さ
ん
と

地
域
と
の
交
流

８
月
に
入
っ
て
間
も
な
く
の
暑
い

日
、
東
京
で
有
名
な
八
百
屋
さ
ん
『
旬

八
青
果
店
』の
石
井
さ
ん（
バ
イ
ヤ
ー
）

が
神
山
町
に
来
ら
れ
、
町
内
各
所
の
ご

案
内
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

内
で
は
神
山
椎
茸
、か
ま
屋
、道
の
駅
、

農
家
さ
ん
の
園
地
を
訪
問
し
て
、
す
だ

ち
は
も
ち
ろ
ん
、
旬
の
農
産
物
な
ど
を

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
神
山
町
の

農
産
物
や
町
内
の
新
し
い
動
き
、
農
家

さ
ん
へ
の
視
察
や
交
流
も
で
き
て
、
と

て
も
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
事
が
で
き

ま
し
た
。
す
だ
ち
は
東
京
で
は
ま
だ
ど

う
使
う
か
を
知
ら
な
い
人
が
多
い
の
で

今
年
も
店
頭
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
喜
ん
で
も
ら
え
ま
し
た
。

里
山
み
ら
い
で
は
都
会
と
神
山
町
の

新
し
い
つ
な
が
り
や
交
流
を
大
事
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

神山すだちの魅力を町外に
お伝えする仕事について３
年目の秋。神山町にとって
大切な宝物を PRさせても
らう喜びをしっかり受け止
め、今年も多くの方にすだ
ちを伝えていきたいと思い
ます。 【植田 彰弘】

すだちに新米に栗…、実り
の秋の到来！
３回目のすだちシーズン
は、家族で稲刈りです。
オオゲツヒメの恵みを受け
て、子どもたちもスクスク
育っています。

【織田 智佳】
待ちに待ったすだちシーズ
ンがやって参りました！ど
んな食材も不思議と引き立
ててしまうすだち、今年
は、どんな“もじゃ飯”が
生まれるでしょうか。

【川野 歩美】

今年初めて挑戦した米作
り。毎日お天気や水の管理
を気にしながら、ようやく
収穫まであともう少しです。
お茶碗いっぱいの新米、
きっと今年は格別の味にな
るはず！ 【神野 昌子】

�����
��	

平成２９年９月１５日発行５



す
み
は
じ
め
住
宅
「
西
分
の

家
」
の
ご
紹
介
①

８
月
よ
り
入
居
が
始
ま
っ
た
西
分
の

家
の
特
徴
を
、
数
回
に
分
け
て
ご
紹
介

し
ま
す
。
さ
っ
そ
く
今
号
は
、「
す
み

は
じ
め
住
宅
」
と
い
う
名
前
に
つ
い

て
。西

分
の
家
は
、
転
入
希
望
者
向
け
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
し
て
改
修
さ
れ
、
契

約
期
間
が
３
カ
月
か
ら
１
年
半
ま
で
と

い
う
入
居
条
件
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

数
週
間
と
い
っ
た
短
期
利
用
で
は
な

く
、
賃
貸
物
件
と
し
て
貸
し
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
空
き
家
の
場
合
、
す
ぐ
に
住

め
る
状
態
の
家
は
な
か
な
か
な
見
つ
か

ら
ず
、
住
む
前
に
改
修
が
要
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
神
山
で
仕
事
や
生
活

が
う
ま
く
い
く
の
か
不
安
な
中
、
改
修

に
踏
み
出
す
の
は
勇
気
が
い
り
ま
す
。

神
山
に
移
り
住
み
た
い
人
が
、
ま
ず
住

み
は
じ
め
る
こ
と
が
で
き
る
家
、
そ
し

て
住
み
な
が
ら
自
分
た
ち
が
住
む
家
を

探
せ
る
場
所
、
そ
れ
が
「
す
み
は
じ
め

住
宅
」
な
の
で
す
。

��
��
��
��
��
��
����
��

下
分
東
稲
原
「
西
内
商
事
」
の
一
角

に
、
神
山
の
カ
バ
ン
屋
「
鈴
木
カ
バ
ン

制
作
室
」
の
工
房
兼
店
舗
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
代
表
の
鈴
木
さ
ん
に
神
山

で
起
業
に
至
っ
た
思
い
を
伺
い
ま
し

た
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

カ
バ
ン
屋
を
起
業
す
る
た
め
に
移
住

先
を
探
し
て
い
る
中
、
知
り
合
い
か
ら

神
山
塾
を
紹
介
さ
れ
、
昨
年
９
月
か
ら

の
第
８
期
神
山
塾
に
参
加
、
起
業
へ
の

準
備
期
間
に
利
用
し
ま
し
た
。
昔
お
遍

路
さ
ん
を

や
っ
て
い

た
こ
と
も

あ
り
、
四

国
に
は
ご

縁
を
感
じ

て
い
ま
す
。

〈
も
の
づ
く
り
遍
歴
〉

も
と
も
と
は
大
道
具
と
し

て
、
テ
レ
ビ
局
の
番
組
セ
ッ

ト
や
イ
ベ
ン
ト
舞
台
の
設
営
の
仕
事
を

し
て
い
ま
し
た
。
大
道
具
は
も
の
づ
く

り
の
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た

が
、
舞
台
は
壊
す
こ
と
を
前
提
に
作
ら

れ
る
の
で
、
そ
こ
に
違
和
感
を
感
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
旅
先
の
イ
ギ

リ
ス
で
出
会
っ
た
の
が
レ
ザ
ー
ク
ラ
フ

ト
。
す
っ
か
り
虜
に
な
り
、
木
工
の
会

社
に
勤
め
な
が
ら
副
業
で
９
年
ほ
ど
続

け
ま
し
た
。
そ
し
て
今
度
は
も
の
づ
く

り
で
の
起
業
を
目
指
し
、
カ
バ
ン
作
り

へ
と
転
向
。
日
本
一
の
カ
バ
ン
の
産

地
、
兵
庫
県
豊
岡
市
で
の
修
行
を
経

て
、
今
年
１
月
に
神
山
で
起
業
し
ま
し

た
。

〈
鈴
木
カ
バ
ン
制
作
室
に

つ
い
て
〉

鈴
木
カ
バ
ン
制
作
室
で

は
、
私
ひ
と
り
が
カ
バ
ン

を
作
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
裁
縫
が
得
意
な
神
山

の
方
た
ち
に
、
ポ
ケ
ッ
ト

の
折
り
込
み
や
取
っ
手
な

ど
の
パ
ー
ツ
作
り
を
依
頼

し
、
そ
れ
を
工
房
で
１
つ

の
カ
バ
ン
に
仕
上
げ
ま

す
。
週
初
め
に
素
材
を
渡

し
て
、
で
き
た
パ
ー
ツ
を

そ
の
週
末
に
各
家
庭
ま
で

引
き
取
り
に
回
る
の
で
、

実
は
高
齢
者
の
見
守
り
事

業
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

ま
た
、
素
材
の
ひ
と
つ

に
獣
害
対
策
で
と
れ
た
鹿

革
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

徳
島
県
産
の
も
の
づ
く
り
に
こ
だ
わ
る

の
は
も
ち
ろ
ん
、
状
態
の
良
い
鹿
革
を

買
い
取
り
、
製
品
に
す
る
こ
と
で
、
猟

師
の
担
い
手
不
足
の
解
消
に
も
貢
献
で

き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
カ

バ
ン
作
り
を
産
業
と
し
て
、
神
山
に
根

付
か
せ
て
い
く
こ
と
が
目
標
で
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

当
面
は
町
内
で
の
鹿
革
の
調
達
ル
ー

ト
を
開
拓
し
つ
つ
、
パ
ー
ツ
作
り
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
地
域
の
方
を
引
き
続
き

募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
、

自
分
た
ち
の
取
組
み
を
よ
り
多
く
の
人

に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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NPO法人
グリーンバレー
の伊藤が

お届けします。

お問合せ
�６７６‐１１７７
IP：２０２８

新規移住
相談件数

�����
�����

すず き りょう

鈴木 僚 静岡県出身

下分字東稲原在住

鈴木カバン制作室
下分字東稲原２２９（西内商事さん裏）
お問合せ：０５０－２０２４－２１７３

店舗営業：火・木・土・日 １３時～１８時

６広報かみやま No.３１２
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▲アダム先生（中央）、ブランドン先生（右）
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▲背中には「松葉」の文字があるお揃いの法被での棒搗き

▲輪投げを楽しむ子供たち。
浴衣姿の子供の姿が多く見られました。▲夏祭り会場の様子
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元
気
づ
く
り
事
業
の
募
集

神
山
町
で
は
助
成
金
を
出
し
て
、
み

な
さ
ん
の
自
主
的
・
自
発
的
な
地
域
活

動
に
対
し
て
財
政
的
に
支
援
を
す
る

「
神
山
町
元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
」

を
創
設
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
み
な
さ

ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ィ
ア
に
あ
ふ
れ
た

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
団
体

町
内
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
拠
点
を

置
き
、
主
に
町
内
で
活
動
を
し
て
い
る

構
成
員
が
５
人
以
上
で
、
組
織
の
運
営

に
関
す
る
会
則
等
が
あ
り
、
継
続
的
に

活
動
し
て
い
る
、
又
は
今
後
活
動
す
る

計
画
が
あ
る
団
体
を
対
象
と
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
事
業

次
に
掲
げ
る
事
業
の
う
ち
、
選
考
基

準
に
該
当
す
る
も
の
を
対
象
と
し
ま

す
。

①
地
域
の
福
祉
・
健
康
づ
く
り
に
関
わ

る
事
業

②
学
術
・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
を
図
る
事
業

③
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る
事
業

④
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業

⑤
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興

を
図
る
事
業

⑥
景
観
づ
く
り
に
関
わ
る
事
業

⑦
地
域
資
源
の
発
掘
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド

の
創
造
に
つ
な
が
る
事
業

⑧
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
寄
与
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業

◆
助
成
金
の
額
及
び
交
付
期
間

１
団
体
１
事
業
で
、
補
助
対
象
経
費

の
う
ち
、

①
地
域
元
気
力
創
出
事
業
助
成
金
及
び

神
山
町
元
気
づ
く
り
事
業
助
成
金
の

交
付
を
受
け
た
事
業
に
つ
い
て
は
、

２
分
の
１
以
内
。

②
そ
の
他
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
１
年

目
は
３
分
の
２
以
内
、
２
年
目
以
降

２
分
の
１
以
内
。

※
１
年
あ
た
り
補
助
対
象
限
度
額
は

１
０
０
万
円
を
上
限
と
し
、
５
万
円

を
下
限
と
し
ま
す
。

交
付
期
間
は
、
３
年
間
で
す
。

◆
応
募
方
法

次
の
書
類
に
必
要
な
事
項
を
記
入
の

う
え
、
平
成
２９
年
１０
月
１３
日
（
金
）
ま

で
に
総
務
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
書

類
は
、
総
務
課
、
広
野
支
所
及
び
各
公

民
館
に
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

①
助
成
金
交
付
申
請
書

②
事
業
計
画
書

③
収
支
計
画
書

④
定
款
、
規
約
、
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

る
書
類

⑤
構
成
員
の
名
簿

詳
し
く
は
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
続
け
て

い
ま
す
！

町
外
の
視
察
者
で
は
な
く
、
地
元
の

人
に
最
近
の
神
山
の
動
き
を
見
て
も
ら

う
た
め
の
町
民
・
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
随

時
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
て
い
る

新
し
い
施
設
や
お
店
に
つ
い
て
知
り
た

い
、
今
す
す
ん
で
い
る
地
方
創
生
の
取

組
み
を
知
り
た
い
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
是
非
こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

バ
ス
ツ
ア
ー
は
５
人
か
ら
１５
人
程
度

の
グ
ル
ー
プ
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ご
近
所
さ
ん
や
お
友
達
な
ど
町
民
で
あ

れ
ば
ど
の
様
な
グ
ル
ー
プ
で
も
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。（
町
出
身
者
の

同
行
可
。）

７
月
末
ま
で
に
テ
ス
ト
開
催
を
含
め

て
１４
回
開
催
し
、
１
６
８
名
が
参
加
し

て
く
れ
ま
し
た
。

７
月
は
、
広
野
長
谷
地
区
の
皆
さ

ん
、
下
分
保
育
所
の
園
児
た
ち
が
参
加

し
て
く
れ
ま
し
た
。
７
月
に
訪
問
し
た

施
設
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

パ
イ
ロ
ッ
ト
（
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
）、
西
分
の
家
、
か
ま
屋
・
か
ま
パ

ン
＆
ス
ト
ア
（
食
事
）、
大
埜
地
集
合

住
宅
現
場
、里
山
み
ら
い
、し
ず
く
ギ
ャ

ラ
リ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
リ
ヒ
ト
リ
ヒ
ト
、

５
３
５
（
ご
み
さ
ん
く
）、
え
ん
が
わ

オ
フ
ィ
ス
、
も
の
さ
す
（
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
）、
神
山
バ
レ
ー
・
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
、

Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
神
山

過
去
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
訪
問
し

た
施
設
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

行
き
先
は
皆
さ
ん
の
希
望
を
聞
き
な
が

ら
決
定
し
て
い
ま
す
。

ツ
ア
ー
参
加
費
は
無
料
で
す
。

（
※
食
事
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

ま
ず
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先：

役
場
総
務
課

企
画
調
整

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
１

メ
ー
ル：

info@
kam
iyam

a.i -tokushim
a.jp

総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６－

１
１
１
１

Ｉ
Ｐ

２
０
０
１

長谷地区の皆さん（鬼籠野地区西分の家を見学）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

こ
の
度
、
県
・
市
町
村
が
一
体
と
な

り
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
促
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
ご
検
討
く
だ

さ
い
。ま
た
、既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
申
請
し
、
役
場
か
ら
交
付
通
知
書

が
届
い
て
い
る
方
は
、
住
民
課
窓
口
ま

で
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

１
、
県
内
統
一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

内

容

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ラ
ボ

シ
ー
ル
貼
付
の
カ
ー
ド

ケ
ー
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

※
先
着
順

実
施
期
間

平
成
２９
年
９
月
４
日
（
月
）
〜
平
成

２９
年
１２
月
２８
日
（
木
）
※
土
日
祝
日
を

除
く

対
象
者

①
役
場
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
案
内
（
交
付
通
知

書
）
が
届
い
て
い
る
方

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け

取
り
が
必
要
）

②
既
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
提
示
が
必
要
）

受
付
場
所

①
住
民
課

②
住
民
課
及
び
広
野
支
所

必
要
書
類

①
交
付
通
知
書
、
通
知
カ
ー
ド
、
印

鑑
、本
人
確
認
書
類
※
、住
基
カ
ー

ド
（
お
持
ち
の
方
の
み
）

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

２
、
神
山
町
独
自
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

内

容

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
用
の
写

真
無
料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
及
び
申
請
補
助

実
施
期
間

平
成
２９
年
９
月
４
日
（
月
）
〜
平
成

２９
年
１２
月
２８
日
（
木
）
※
土
日
祝
日
を

除
く

対
象
者

神
山
町
に
住
所
を
有
す
る
方

受
付
場
所

住
民
課

必
要
書
類

①
印
鑑

②
本
人
確
認
書
類

左
表
（
書
類
Ａ
）
の
う
ち
１
点
、（
書

類
Ａ
）
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
（
書

類
Ｂ
）
の
う
ち
２
点
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

③
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
兼

電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
（
通
知

カ
ー
ド
の
下
に
つ
い
て
い
る
も
の
）

⇒

太
枠
部
分
が
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付

申
請
書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請
書
」

で
す
。

④
申
請
用
封
筒
（
通

知
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
た
際
に
同
封

さ
れ
て
い
た
も

の
）

右
記
の
も
の
が
な
い
場
合

・
交
付
申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方

�����
は
住
民
課
で
再
発
行
い
た
し
ま
す
。

・
申
請
用
封
筒
を
お
持
ち
で
な
い
方

は
８２
円
切
手
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

当
日
の
流
れ

受
付必

要
書
類
の
確
認
を
し
ま
す
。
交
付

申
請
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
や
交
付
申

請
書
の
印
字
に
変
更
の
あ
る
方
は
、
こ

の
時
に
交
付
申
請
書
の
再
発
行
を
行
い

ま
す
（
発
行
に
は
少
し
お
時
間
が
か
か

り
ま
す
）。
そ
の
後
、
撮
影
サ
ー
ビ
ス

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

撮
影職

員
の
案
内
の
も
と
、
写
真
を
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
撮
影
し
た
写

真
を
確
認
い
た
だ
い
た
上
で
、
問
題
が

な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
タ
ー
で
印

刷
し
、
写
真
を
お
渡
し
し
ま
す
。
そ
の

後
、
写
真
の
デ
ー
タ
は
削
除
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

申
請
書
記
入

交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
お
渡
し
し
た
写
真
を
１
枚
切
り
取

り
、
申
請
書
に
の
り
付
け
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
申
請
用
封
筒
に
入
れ
、
封
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
用
封
筒
を
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
宛
名
の
入
っ
た
封
筒

を
お
渡
し
し
ま
す
。
８２
円
切
手
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

封
筒
に
入
れ
た
後
は
ポ
ス
ト
に
投
函

し
、
手
続
き
は
終
わ
り
で
す
。

申
請
後
の
流
れ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
ま
で

は
約
１
か
月
か
か
り
ま
す
。
準
備
が
で

き
ま
し
た
ら
、
通
知
し
ま
す
の
で
、
住

民
課
窓
口
ま
で
受
け
取
り
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
課

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
３

Ｉ
Ｐ：

２
０
０
３

住
民
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
３

Ｉ
Ｐ
２
０
０
３

書類Ａ

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付

住
基
カ
ー
ド
、
各
種
障
害
者
手
帳
、
在

留
カ
ー
ド
、
写
真
付
き
資
格
証
明
書
な

ど

書類Ｂ

写
真
無
住
基
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
、

介
護
保
険
証
、
医
療
受
給
者
証
、
年
金

手
帳
・
証
書
、
学
生
証
、
社
員
証
な
ど

平成２９年９月１５日発行１１



消
費
生
活
相
談
事
業
の
広
域
的
対
応

が
始
ま
り
ま
す

平
成
２９
年
１０
月
１
日
よ
り
、
徳
島

市
、
石
井
町
、
神
山
町
、
佐
那
河
内
村

の
１
市
２
町
１
村
が
消
費
生
活
相
談
事

業
に
関
し
て
広
域
的
対
応
を
開
始
し
ま

す
。
平
成
２９
年
５
月
に
は
「
消
費
生
活

相
談
の
広
域
的
対
応
に
関
す
る
協
定
」

締
結
式
で
、
各
市
町
村
長
が
協
定
書
に

調
印
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
よ
り
、
徳
島
市
、
石
井

町
、
神
山
町
、
佐
那
河
内
村
の
住
民
の

方
が
、徳
島
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
徳

島
駅
前
ア
ミ
コ
ビ
ル
３
Ｆ
）
で
消
費
生

活
に
係
る
商
品
の
購
入
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
、
様
々
な
契
約
な

ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
へ
相
談

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す
る
消

費
生
活
に
関
す
る
講
座
を
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
こ
の
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
】

神
山
町
役
場

住
民
課

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
３

Ｉ
Ｐ
２
０
０
３

町
営
住
宅
に
お
け
る
吹
付
け
ア
ス
ベ

ス
ト
等
の
使
用
状
況
に
つ
い
て

今
般
、
公
営
住
宅
等
に
使
用
さ
れ
た

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
等
に
つ
い
て
、
一

連
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
神
山

町
内
の
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
表
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
斉
清
掃
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

今
年
も「
環
境
月
間
」に
あ
わ
せ
て
、

各
地
区
に
お
い
て
多
く
の
衛
生
組
合
よ

り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
１
３
３
組
合
、
延
べ
１
６
６
１

人
も
の
方
々
に
、
道
路
や
河
川
、
水
路

に
お
い
て
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
な
ど
の

作
業
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

暑
い
中
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。今

後
と
も
、
地
域
環
境
の
保
全
と
、

一
斉
清
掃
事
業
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

犬
・
猫
を
飼
育
し
て
い
る
方
へ

◆
不
幸
な
犬
・
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
避
妊
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
◆

徳
島
県
で
は
、
年
間
１
０
０
０
匹
近

く
の
犬
猫
が
殺
処
分
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
不
幸
な
犬
・
猫
を
減

ら
し
、
動
物
愛
護
及
び
管
理
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、野
良
犬
・

猫
に
よ
る
糞
尿
や
農
畜
産
物
へ
の
被
害

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
犬
・

猫
の
避
妊
去
勢
手
術
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
者

☆
神
山
に
在
住
し
、
犬
・
猫
を
飼
わ
れ

て
い
る
方

☆
犬
に
つ
い
て
は
、
神
山
町
に
登
録

し
、
助
成
年
度
に
お
い
て
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
し
た
飼
育
者

☆
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
方

●
助
成
金
額

手
術
一
件
に
つ
き
、
５
、
０
０
０
円

●
申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
よ
り
、（
公
社
）
徳

島
県
獣
医
師
会
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

●
申
込
期
間

平
成
２９
年
１０
月
１
日
〜
平
成
２９
年
１０

月
３１
日
ま
で
（
必
着
）

●
そ
の
他

※
必
ず
手
術
を
受
け
さ
せ
る
前
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。
手
術
後
の
申
込
み

は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

※
徳
島
県
で
は
、
助
成
が
受
け
ら
れ
る

件
数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
申
込
者

の
す
べ
て
が
助
成
を
受
け
ら
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

ご
み
の
分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す

●
資
源
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て

資
源
ご
み
（
新
聞
、
雑
誌
、
段
ボ
ー

ル
、
紙
パ
ッ
ク
）
は
指
定
の
白
の
紙
ひ

も
で
縛
っ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
新
聞

と
雑
誌
が
混
ざ
っ
て
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
分
別

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
用
の
砂
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
用
の
砂
や
ペ
レ
ッ

ト
は
そ
の
他
の
不
燃
物
に
な
り
ま
す
。

臭
気
が
漏
れ
な
い
よ
う
に
、
ビ
ニ
ー
ル

袋
等
に
入
れ
て
「
ペ
ッ
ト
用
砂
」
と
明

アスベスト含有
吹付けロックウール※１

該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし

※１ アスベストを０．１重量％超含有しているものに限る。

吹付けアスベスト

該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし
該当なし

団 地 名

歯 ノ 辻 団 地
高 瀬 団 地
下 地 団 地
河 口 団 地
井 ノ 谷 団 地
西 分 団 地
鬼 籠 野 団 地
神 領 団 地
第２寄井団地
下 分 団 地
今 井 団 地
川 又 南 団 地

地 区 名

広 野

阿 川

鬼籠野

神 領

下 分

上 分

徳島市役所での締結式の様子

１２広報かみやま No.３１２



記
し
、
そ
の
他
の
不
燃
物
の
袋
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。
お
む
つ
と
一
緒
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ペ
ッ
ト

シ
ー
ト
は
お
む
つ
と
し
て
捨
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
会
員
募
集
中

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
と
は

「
育
児
の
応
援
を
依
頼
し
た
い
」「
少

し
で
も
育
児
の
応
援
が
で
き
る
」
と
い

う
人
が
会
員
登
録
し
、
育
児
の
相
互
応

援
を
有
償
で
行
う
も
の
で
す
。
初
対
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
で
は
な
く
、
双
方
が
事

前
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
お
互
い
に
了
解

し
た
ペ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま

す
。

会
員
登
録
条
件
（
登
録
は
無
料
で
す
）

①
依
頼
会
員

０
歳
か
ら
小
学
校
６
年
生
の
子
ど
も

の
子
育
て
の
応
援
を
受
け
た
い
人

神
山
町
、
徳
島
市
、
小
松
島
市
、
勝

浦
町
、
上
勝
町
、
佐
那
河
内
村
、
石
井

町
に
在
住
、
在
勤
し
て
い
る
人

②
提
供
会
員

右
記
市
町
村
に
在
住
の
人
で
、
少
し

で
も
子
育
て
の
応
援
が
で
き
る
人

※
応
援
活
動
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
が
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
。（
保
険
料

は
セ
ン
タ
ー
が
負
担
）

③
両
方
会
員

依
頼
・
提
供
の
両
方
を
行
い
た
い
人

利
用
料
金
（
援
助
を
受
け
た
依
頼
会

員
が
提
供
会
員
に
直
接
支
払
い
ま

す
。）月〜

金

午
前
７
時
〜
午
後
９
時

１
時
間
７
０
０
円

右
記
以
外

１
時
間
８
０
０
円

依
頼
内
容
（
例
）

●
保
育
所
・
幼
稚
園
へ
の
送
り
迎
え

や
そ
の
後
の
預
か
り
な
ど
。

●
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
迎
え
や
そ

の
後
の
預
か
り
な
ど
。

●
兄
弟
の
学
校
行
事
・
冠
婚
葬
祭
・

通
院
な
ど
の
時
の
預
か
り
。

●
放
課
後
や
、
休
校
日
（
学
校
）
・

休
園
日
（
保
育
所
）
の
時
の
預
か

り
。

※
こ
の
他
に
も
様
々
な
応
援
が
あ
り

ま
す
の
で
、
何
で
も
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

徳
島
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー

�
０
８
８－

６
１
１－

１
５
５
１

健
康
福
祉
課

福
祉
係

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
４

Ｉ
Ｐ

２
０
０
４

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
の

ご
案
内

神
山
町
と
徳
島
税
務
署
で
は
、
事
業

者
の
方
を
対
象
と
し
て
、
平
成
３１
年
１０

月
１
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
や
事
業
者
支
援
措
置
に
関

す
る
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

多
く
の
事
業
者
の
方
に
関
係
の
あ
る

制
度
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
説
明
会
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

・
開
催
日
時

平
成
２９
年
１０
月
１７
日
�

午
前
１０
時
〜
午
前
１１
時
３０
分

・
場
所

石
井
町
中
央
公
民
館

藤

ホ
ー
ル（
石
井
町
石
井
字
石
井
４
８
０
‐

１
）

・
費
用

無
料

・
お
問
合
せ
先

徳
島
税
務
署

法
人

課
税
第
１
部
門

�
０
８
８－

６
２
２－

４
１
３
１

税
務
署
の
電
話
番
号
に
お
か
け
い
た

だ
い
た
後
、
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て

「
２
」
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
２９
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

の
歯
科
健
康
診
査
に
つ
い
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
さ
れ

て
い
る
節
目
の
年
齢
の
方
を
対
象
に
、

歯
・
歯
肉
の
状
態
や
口
腔
清
掃
状
態
等

を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
口
腔
機
能
の
低
下
や

肺
炎
等
の
疾
病
を
予
防
す
る
た
め
、
歯

科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。

健
康
診
査
の
対
象
と
な
る
方
は
、
ぜ

ひ
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

対
象
者

平
成
２８
年
中
に
節
目
の
年
齢
に
な
ら

れ
た
方
（
昭
和
１６
年
、
昭
和
１１
年
、
昭

和
６
年
生
ま
れ
の
方
）
及
び
大
正
１５
年

（
昭
和
元
年
）
生
ま
れ
の
方
。

た
だ
し
、
長
期
入
院
を
さ
れ
て
い
る

方
や
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

す
で
に
健
康
状
態
を
把
握
さ
れ
、
医
師

の
指
導
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
歯
科
健
康
診
査
の
対
象
者

か
ら
除
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
対
象
者
に
は
歯
科
健
診
受
診

券
の
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
長
期

入
院
さ
れ
て
い
る
方
・
施
設
入
所
者
の

方
に
ハ
ガ
キ
が
届
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
対
象
外
で
す
の
で
健
診
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

受
診
場
所

徳
島
県
歯
科
医
師
会
会
員
で
後
期
高

齢
者
の
歯
科
健
診
を
実
施
す
る
歯
科
医

院○
受
診
可
能
な
歯
科
医
院
の
一
覧
表
を

神
山
町
税
務
保
険
課
・
広
域
連
合
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
広
域

連
合
及
び
徳
島
県
歯
科
医
師
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
で
す
。

受
診
方
法

事
前
に
電
話
等
に
て
健
診
実
施
歯
科

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
５

Ｉ
Ｐ
２
０
０
５

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
１
１
４

Ｉ
Ｐ
２
０
０
４

平成２９年９月１５日発行１３



医
院
に
ご
予
約
の
上
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

健
診
項
目

問
診
、
口
腔
内
診
査
、
口
腔
機
能
評

価
等

受
診
費
用

無
料

受
診
期
間

平
成
２９
年
１０
月
１
日
か
ら
１１
月
３０
日

で
す
。

持
っ
て
い
く
も
の

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
歯

科
健
診
受
診
券
の
ハ
ガ
キ

そ
の
他
注
意
事
項

○
健
診
の
予
約
日
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

○
歯
科
健
診
は
期
間
中
に
１
回
の
み
で

す
。
後
日
重
複
受
診
が
判
明
し
た
場

合
は
費
用
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
歯
科
健
診
自
体
は
無
料
で
す
が
、
そ

の
後
に
治
療
行
為
が
行
わ
れ
る
場
合

は
有
料
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

○
健
診
結
果
は
訪
問
指
導
の
た
め
神
山

町
に
情
報
提
供
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
事
業
課

�
０
８
８
―
６
７
７
―
３
６
６
６

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
決
定
し
ま
し
た

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
の
改

正
に
よ
り
新
た
な
農
業
委
員
か
ら
新
制

度
と
な
り
、
農
業
者
、
農
業
者
が
組
織

す
る
団
体
等
か
ら
推
薦
さ
れ
た
者
や
公

募
に
よ
る
候
補
者
の
中
か
ら
、
町
議
会

の
同
意
を
要
件
と
し
て
、
町
長
が
任
命

し
ま
す
。

神
山
町
で
も
７
月
２０
日
に
１３
名
の
農

業
委
員
が
町
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
７
月
２７
日
に
任
命
後
初
め

て
の
農
業
委
員
会
総
会
が
開
か
れ
、
次

の
と
お
り
会
長
、
会
長
職
務
代
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
会
長

田
中

久
博

●
会
長
職
務
代
理
者

竹
本

公
三

新
し
く
任
命
さ
れ
た
農
業
委
員
の
み

な
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
議
席

順
、
敬
称
略
）

◆
農
業
委
員

相
原

利
章
（
阿
野
字
松
尾
）

佐
々
木
善
兼
（
鬼
籠
野
字
一
ノ
坂
）

井
上

善
司
（
上
分
字
大
中
尾
）

森

三
千
子
（
阿
野
字
臼
嶽
）

武
市

佐
市
（
下
分
字
竹
平
）

田
中

一
重
（
阿
野
字
地
野
々
）

河
野

宏
吉
（
神
領
字
西
青
井
夫
）

森

昌
槻
（
神
領
字
東
大
久
保
）

森
本

孝
夫
（
阿
野
字
神
木
）

産
業
観
光
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６
‐
１
１
１
８

Ｉ
Ｐ

２
０
０
７

平成２８年度
神山町中山間地域等直接支払事業の実施状況

中山間地域等直接支払交付金実施要領第１２条及び運用第１６条の規定に基づき、中山間地
域等直接支払交付金に係る実施状況について、次のとおり公表します。

●集落協定

交付
金額

（千円）

２３０

６０６

３７３

１，７７２

８６１

５２５

合計 １３集落 ８，８５２．６８a （田 ２，６６１．１４a 畑 ６，１９１．５４a） 交付金９，７７２千円

お問い合わせは、神山町産業観光課（TEL６７６‐１１１８ IP２００７）まで

対 象 面 積

畑

２１１．７２

５８０．７５

４６０．０８

１，５３５．５３

３６２．８６

５４５．９３

田

１５３．０５

１３１．２９

０．００

３２４．２３

３９１．１２

０．００

（a）

３６４．７７

７１２．０４

４６０．０８

１，８５９．７６

７５３．９８

５４５．９３

集 落 名

栗生野

今 井

樫 谷

江 田

喜来・黒河

上河内日浦

交付
金額

（千円）

１，５２３

４２２

３０６

２５１

１，５０９

７３２

６６２

対 象 面 積

畑

１，２２１．６３

０

０

２６２．０１

６３７．１９

３７３．８４

０

田

６９．８４

５００．８６

１８２．２５

２９．２３

２９５．２８

２５６．７８

３２７．２１

（a）

１，２９１．４７

５００．８６

１８２．２５

２９１．２４

９３２．４７

６３０．６２

３２７．２１

集 落 名

一ノ坂

川 東

千 歳

中 津

大久保

本野間

高 浜

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ

６
７
６
‐
１
１
１
９

Ｉ
Ｐ

２
０
０
８

１４広報かみやま No.３１２



中
西

隆
子
（
鬼
籠
野
字
黒
河
）

加
藤

宏
行
（
下
分
字
地
野
）

竹
本

公
三
（
下
分
字
今
井
）

田
中

久
博
（
神
領
字
谷
）

新
制
度
に
て
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
に
委
嘱
さ
れ
た
み
な

さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
や
解
消
を
推
進
す
る
た
め

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
農
地
の
集
約

化
、
新
規
参
入
の
促
進
等
、
地
域
に
お

け
る
現
場
活
動
が
主
な
業
務
で
す
。（
地

区
順
、
敬
称
略
）

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

一
宮

美
行
（
阿
野
字
広
野
）

阿
部
銀
一
郎
（
阿
野
字
長
代
）

河
野

一
弥
（
鬼
籠
野
字
西
分
）

新
宅

由
行
（
神
領
字
大
埜
地
）

粟
飯
原
充
志
（
下
分
字
栗
生
野
）

上
田

一
夫
（
上
分
字
門
屋
）

農
業
者
年
金
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す豊

か
な
老
後
生
活
の
た
め
に
は
、
国

民
年
金
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
ず
、

老
後
の
生
活
費
は
自
分
で
準
備
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
厚
生
年
金
や
共

済
年
金
で
国
民
年
金
（
基
礎
年
金
）
へ

の
上
乗
せ
が
あ
り
ま
す
。

農
業
者
の
皆
様
も
、
メ
リ
ッ
ト
が
た

く
さ
ん
あ
る
農
業
者
年
金
に
加
入
し
て

安
心
で
豊
か
な
老
後
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

〜
以
下
の
要
件
を
満
た
す
人
は

み
な
さ
ん
加
入
で
き
ま
す
！
〜

★
６０
歳
未
満

★
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

★
年
間
６０
日
以
上
農
業
に
従
事

�
積
立
方
式
・
確
定
拠
出
型
で
少
子
高

齢
時
代
で
も
安
心
。

�
月
々
の
保
険
料
が
選
べ
ま
す
。ま
た
、

い
つ
で
も
見
直
し
が
で
き
ま
す
。

（
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円
）

�
終
身
年
金
で
す
。

（
８０
歳
ま
で
の
保
障
付
き
）

�
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
保
険
料
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
対

象
）

�
意
欲
あ
る
担
い
手
に
は
最
高
１
万
円

の
保
険
料
助
成
あ
り
ま
す
。

（
認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
を
し
て
い

る
方
や
家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
配

偶
者
や
後
継
者
の
方
な
ど
）

※
農
業
者
年
金
の
内
容
や
ご
相
談
に
つ

い
て
は
、
神
山
町
農
業
委
員
会
か
最

寄
り
の
Ｊ
Ａ
名
西
郡
の
支
店
、
出
張

所
ま
た
は
農
業
者
年
金
基
金
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

神
山
町
農
業
委
員
会

�
０
８
８－

６
７
６－

１
１
１
９

Ｉ
Ｐ

２
０
０
８

独
立
行
政
法
人
農
業
者
年
金
基
金

�
０
３－

３
５
０
２－

３
１
９
９

（
相
談
員
）

�
０
３－

３
５
０
２－

３
９
４
２

（
企
画
調
整
室
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http
://w

w
w
.nounen.go.jp

Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
２
０
１
７

神
山
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ

デ
ン
ス
の
２
０
１
７
年
度
事
業
が
９
月

１７
日
か
ら
１１
月
５
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

【
招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
】

・
イ
ヴ
ァ
ン
・
フ
ア
レ
ス
（
メ
キ
シ
コ
）

・
パ
ブ
ロ
・
メ
ル
カ
ド
（
ス
ペ
イ
ン
）

・
渡
辺
望
（
日
本
）

【
レ
ジ
デ
ン
ス
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
】

・
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ

《
日

時
》
９
月
２４
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜

《
集
合
場
所
》
神
山
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
午
前
９
時
４５
分
集
合
）

※
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア
ト
リ
エ
を

公
開
。
３
組
の
ア
ト
リ
エ
を
一
緒
に

ツ
ア
ー
で
巡
り
ま
す
。

・
ア
ー
ト
ツ
ア
ー

《
日

時
》
１０
月
２９
日
（
日
）

《
集
合
場
所
》
神
山
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
（
午
前
９
時
４５
分
集
合
）

※
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
に
作
品
を

巡
る
ツ
ア
ー
。
様
々
な
場
所
を
巡
り

ま
す
の
で
歩
き
や
す
い
靴
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

・
作
品
展
覧
会

《
日

時
》
１０
月
２９
日
（
日
）
〜
１１

月
５
日
（
日
）

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は

午
後
４
時
ま
で
）

※
参
加
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
鑑

賞
い
た
だ
け
る
作
品
展
覧
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

展
覧
会
期
間
中
は
町
内
に
て

「
ア
ー
ト
マ
ッ
プ
」
を
配
付
し
て

い
ま
す
。

【
リ
タ
ー
ン
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
過
去
に
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
た
招
聘
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を

再
度
お
迎
え
し
、
滞
在
制
作
を
行
い
ま

す
。
前
回
の
神
山
滞
在
以
降
の
彼
ら
の

制
作
活
動
や
、
神
山
の
滞
在
を
振
り

返
っ
て
も
ら
い
、
彼
ら
に
と
っ
て
神
山

で
の
滞
在
制
作
が
ど
の
よ
う
な
変
化
を

も
た
ら
し
た
の
か
。
こ
れ
か
ら
の
Ｋ
Ａ

Ｉ
Ｒ
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
と
し

ま
す
。
今
回
は
２
０
０
３
年
招
聘
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
ス
ト
レ
イ
ダ
ム
・

フ
ァ
ン
・
ダ
・
メ
ル
ヴ
ェ
（
南
ア
フ
リ

カ
）が
１４
年
振
り
に
神
山
を
訪
れ
ま
す
。

教
育
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
６
７
６
‐
１
５
２
２

Ｉ
Ｐ
２
０
０
９

イヴァン・フアレス
「inner forest」

パブロ・メルカド
「Encoding」

渡辺望「PARALLAX」

平成２９年９月１５日発行１５
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前回に続き、「夢・元気・笑顔～健康かみやま２１～第２期計画」の課題を取り上げます。
今回は飲酒についてです。

おお酒酒（（アアルルココーールル））のの特特性性

アルコール飲料は生活・文化の一部として親しまれてきている一方で、意識
状態の変容を引き起こすなど、他の一般食品にはない特性を有します。神山町
では県平均に比べて毎日飲酒する男性の割合が高くなっています。

おお酒酒をを飲飲みみ過過ぎぎるるととどどううななるるのの？？

●１日の平均飲酒量が増えるに従って、高血圧、脳出血、脂質異常症などの生活習慣病やがんにな
るリスクが高くなります。

●脳の細胞にも影響を与えるため、大量に飲み続けることで脳が広範囲に萎縮し、アルコール性認
知症、アルコール依存症などを引き起こします。

１１日日ののアアルルココーールル摂摂取取量量のの上上限限

健康日本２１では、生活習慣病の発症予防のため、１日
のアルコール摂取の上限は、純アルコール量で
◆男性：４０gまで
◆女性：２０gまで としています。
ただし、これはアルコール分解酵素が１００％ある人の話で酵素が５０％の人はその半分です。

適適切切なな飲飲酒酒ののたためめにに

適切な飲酒のためには一人ひとりの取り組みが大切です。次の項目を一緒に取り組みましょう。

行 政
●アルコールが体に与える影響について啓発
します。

●未成年者、妊娠中の飲酒をなくすために学
校、病院、関係機関と連携します。

毎年９月は「健康増進普及月間」です。生活習慣病は日常生活のあり方と深く関連しており、
健康の保持・増進を図るためには、運動習慣の定着や食生活の改善といった健康的な生活習慣の
確立が重要です。この機会に生活習慣を見直してみませんか？

お問い合わせ・健康に関するご相談は
神山町健康福祉課予防係 TEL６７６－１１１４ IP２００４

飲酒について

個人・地域
●適量を知り飲み過ぎないよう意識しましょ
う。

●お酒を無理に勧めないようにしましょう。
●休肝日を作りましょう。

健康づくりシリーズ○１０９

純アルコール２０g
日本酒だと＝１合
ビールだと＝５００ml
焼酎だと＝１００ml

１６広報かみやま No.３１２



～上角地区にも地域の皆さんが集う場ができました～

６月から上角地区にも“松葉サロン”という地域の皆さんが集う場ができました。地域の皆さん
で会場準備や片付けなど協力して楽しくサロンを運営しています。

●松葉サロンを始めようと思ったきっかけは？？
H２９年３月の高齢者生活支援サポーターフォローアップ講座で鶯先生の講演を聴講して「良い体操

なので、是非自分の地区でもできたら」と思い、地域の人に声を掛け合って、サロンを開催できる
ようになりました。
●サロンを始めてから生活の中に変化はありましたか？
・一人暮らしなので一日声を発さずに一日を終える事もある。サロンにくると皆と話すことができ
て楽しい。

・体操を皆でしたら達成感や満足感が味わえて、それが介護予防に良いのかなと思う。
・みんなといきいき百歳体操をしていると、家でテレビを見ながら、こういう運動もあったなと思
い出しながらできる。

・身体が硬かったけど、体操することで徐々に柔軟性が出てきて良かったと思う。
●今後のサロンについて
今後もサロンを続けていきたいし、季節ごとにイベントもしていて地域の中でつながりがあるの

で、続くと思う。現在は男性の参加者が少なく、他のサロンや介護予防教室も男性が少ないので、
一緒に参加してくれる人が増えたらいいなと思う。

「松葉」は一年中青く、枯れないという
特徴があるので名前を「松葉サロン」に
しました。元気でいきいきと生活できる
ように皆で体操をしています。初めはう
まくできないかもしれないけれど、とり
あえずやってみるのも良いですよ。他の
地区でもサロンができると良いですね。

一人で家にいて寂しい、誰かと話をしたい…
家で介護予防の体操をすることが難しい… など感じていませんか？

身近で気軽に仲間と集う場を作ってみませんか？
４名程度の人数が集まると、通いの場（サロン）を始めることができます。
是非、通いの場（サロン）に興味のある方は地域包括支援センターまでご相談ください。

＊神山町地域包括支援センター 《TEL：０８８－６７６－１１８５（IP：２０３１）》

介護予防シリーズ�

平成２９年９月１５日発行１７



みなさんは、J‐ALERT

（ジェイアラート）という

言葉を聞いたことがあるで

しょうか。

J‐ALERT（ジェイアラー

ト）は、全国瞬時警報シス

テムのことで、通信衛星と

市町村の防災行政無線を利

用し、緊急情報を住民へ瞬

時に伝達するシステムで

す。

具体的には、対処に時間的余裕がない大規模な自然災害や弾道ミサイル攻撃等につい

ての情報を、国から住民まで直接瞬時に伝達することができます。住民に早期の避難や

予防措置などを促し被害の軽減に貢献することが期待されており、神山町では、平成２２

年度末から、運用しています。

また、平成２５年８月３０日からは、大雨、地震、津波、

高潮などにより重大な災害の起こるおそれがある時の

警報に加え、今後は、この警報の発表基準をはるかに

超える豪雨や暴風等が予想され、重大な災害の危険性

が著しく高まっている場合、新たに「特別警報」を発

表し、最大限の警戒を呼び

掛けます。特別警報が出た

場合は、数十年に一度しか

ないような非常に危険な状況にありますので、ただちに命を

守るための行動をとってください。

この特別警報も J‐ALERT（ジェイアラート）が起動する

条件として、追加されておりますので、特別警報が発令され

ると、瞬時に防災無線より放送を行います。現象の進行に応

じて発表される気象情報、注意報、警報等を活用して、早め

早めの行動をとることが大切です。これから、台風シーズン

となり、災害の発生する可能性が高まりますので、十分に注

意をしてください。

防災シリーズ�

J‐ALERT起動の流れ

全国瞬時警報システム

神山町役場 総務課 防災係 �６７６－１１１１（IP２０００）
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国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、納付猶予、学生納付特例の承
認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎年金（６５歳から受
けられる年金）の受け取り額が少なくなります。

将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、免除等これらの期間の保険料については、
１０年以内であれば遡って納める（追納）ことができます。
ただし、免除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降の追納の場

合、当時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。
追納は、古い月のものから納付することとなりますが、次の点にご注意ください。

● 一部免除を受けた期間は、納付すべき保険料が納付されていなければ追納はできません。
● 「法定免除・申請免除期間」が「納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過した月分

である場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。

※ 追納のお申し込みを希望される方、またはご相談についてはお近くの年金事務所までお
願いします。

資格期間が１０年以上となれば、年金を受け取れるようになりました

平成２９年８月からは、資格期間が１０年（１２０月）以上あれば、年金を受け取ることができ
ます。日本年金機構において、対象となることが確認できた方には、年金請求書（黄色の封
筒）をお送りしています。まだ手続きがお済みでない方は、お近くの年金事務所で手続きを
行ってください。
請求書が届いていない方でも、合算対象期間を含めて年金を受給できる可能性があります

ので、ご自身の資格期間について年金事務所へご相談ください。

年金事務所窓口でのご相談・お手続きの際は予約をお勧めします

年金事務所でのお手続き、ご相談の際は下記のダイヤルで予約をしていただくとスムーズ
です。（ご予約がない場合は年金事務所窓口でお待ちいただく場合があります。）

℡０５７０－０５－１１６５
（０５０から始まる電話でおかけになる場合は０３－６７００－１１６５）

※ 予約相談希望日の１カ月前から前日まで受付しています。

詳しくは徳島北年金事務所 電話０８８－６５５－０２００
または住民課年金係 電話０８８－６７６－１１１３（IP２００３）までお問い合わせください。

りりよよだだ金金年年民民国国

平成２９年９月１５日発行１９
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私たち、いつどこでどのような病気・怪我を負うか予想できません！！

・息をしていない人、心臓が動いていない人が目の前で倒れていたら？？

・喉を詰まらせて今にも窒息しそうな人がいたら？？

このような状況に対処する方法を紹介していきます。

１．周囲の安全確認
２．大声で応援をもとめる（１１９番通報・AEDを持ってきてもらうよう依頼する）
３．呼吸の確認（普段どおりの呼吸でなければ胸骨圧迫を開始）
４．胸骨圧迫（胸の真ん中を強く押す）

・強く（成人は５cm以上、小児は胸の厚さの３分の１程度）
・速く（少なくとも１分間に１００回以上のリズムで）
・絶え間なく（胸骨圧迫を出来る限りずっと続ける）

５．人工呼吸（人工呼吸ができない、ためらわれる場合は胸骨圧迫のみを続ける）
６．心肺蘇生（胸骨圧迫３０回＋人工呼吸２回を繰り返す）
７．救急隊に引き継ぐまで、または傷病者が目を開けたり、普段どおりの呼吸が出現する

まで心肺蘇生を続ける

AEDがある場合
１．電源ボタンを押す（ふたを開けて電源を入れる）
２．自動音声に従いパッドをはり、コネクターを接続する
電気ショックが必要な場合 ※ 誰も傷病者に触れていないのを確認し、電気ショッ

クを１回、その後胸骨圧迫から心肺蘇生を再開
電気ショックが必要なしの場合 ※ 胸骨圧迫から心肺蘇生を再開

・傷病者が喉に物を詰まらせ、声を出せていないなら窒息と判断し異物除去を行わなけれ
ばなりません。

・１１９番通報を誰かに頼むとともに、ただちに以下の２つの方法を数回ずつ繰り返し、異
物が取れるか、傷病者の反応がなくなるまで異物除去を試みます。

・傷病者がせきをすることが可能であれば、できるだけせきを続けさせる。せきができれ
ば、それが異物の除去にもっとも効果的です。

背部叩打法
・背中をたたきやすいように傷病者の横に回ります。
・手の付け根で肩甲骨の間を力強く、
何度も連続してたたきます。

腹部突き上げ法（妊婦や乳児に対して、腹部突き上げ法は行ってはいけない。）
・傷病者を後ろから抱えるように腕を回します。
・片手で握りこぶしを作り、その親指側を傷病者のへそより上で、
みぞおちの十分下方に当てます。

・その手をもう一方の手で包むように握り、すばやく手前上方に
向かって圧迫するように突き上げます。

心
肺
蘇
生
法

気
道
異
物
の
除
去

２０広報かみやま No.３１２
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〈通報・相談先〉

������������ TTEELL ������������������������

受け持ち警察官が家庭や事業所に訪問
し、ご家庭の状況や地域の情報などをお
聞きしたり、防犯指導などを行います。
警察官が訪問した際には、地域の皆様
のご協力をお願いいたします。

神山町内で不審な電話がかかってきています。

１人で判断ぜず、家族、親戚、友人、警察等に相

談してください。

短縮ダイヤル＃９１１０または
０８８－６５３－９１１０

警察では、
★ 犯罪からの被害の未然防止に関す
る相談

★ 安全と平穏に関する相談
などに２４時間応じています。
例えば
○ 振り込め詐欺や怪しい儲け話に関
する相談

○ 悪質商法等に関する相談
○ 男女間トラブル（DV、ストーカー
等）に関する相談などです。

平成２９年９月１５日発行２１
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野菜１日３５０g !

●ピクルスに きゅうり・大根・人参（スティック状）＋プチトマト＋すだち１個（輪
切り）を一度沸かしたピクルス液（水１６０㏄、酢３０㏄、米油５０㏄、砂糖大さじ２強、塩
小さじ１、こしょう少々※簡単酢などで代用OK）に入れて冷まし、保存容器に入れて
冷蔵保存する。※季節によって、かぶら、パプリカ、さっとゆでたレンコンや、すだち
の代わりにレモンやゆずなどに代えても美味しいです。

●塩昆布で和えて、ごまをふる。
●なすと一緒に 塩もみするか梅酢
または塩こうじ少々で和え、すだち
をひと絞りし、かつお節で和える。
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きゅうり（半本＝約５０�）
栄養価：５０�＝エネルギー ７kcal、カリウム１００�、
ビタミンA１４μ�、葉酸１３μ�、ビタミンC ７�、
食物繊維０．６�
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～季節の野菜で元気な細胞をつくろう～
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次回は平成２６～２８年生まれ
で１１月・１２月が誕生日の子
（町内に住所を有すること）
を募集します。
掲載を希望する方は、役場
広報編集委員会まで写真を送
付してください。締切は１０月
１５日です。
※掲載回数は１回までです。
複数回の掲載はできません
のでご了承ください。

はやし とも か

林 知花ちゃん
H２６．１０．２５（３歳・女）
阿野字歯ノ�

～あなたの声をお聴きします～
―行政相談週間―

１０月１６日�から２３日�までは「行政相談週間」です。
行政への要望や相談、制度や仕組みが分からないなど、お

気軽にご相談ください。

相談は無料で、秘密は固く守られます。

＜行政相談所＞

・ 日時 平成２９年１０月１１日�午後１時～４時
・ 場所 神山町役場 ２階 図書室

・ 行政相談委員 久保 素弘さん

＜一日合同行政相談所＞

・ 日時 平成２９年１０月１９日�午前１０時３０分～午後３時
・ 場所 徳島市シビックセンター３階ギャラリー

（徳島市元町１－２４）

・ 参加予定機関等 法務局、弁護士会、司法書士会等

＜お問い合せ先＞

・ 健康福祉課 �０８８－６７６－１１１４（IP２００４）
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中１本＝１００�

２２広報かみやま No.３１２
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